
AppleでQYLDを自作する

Q＋YLD
A＋YLD

年15%のプレミアムゲイン



VS

分配金利回り年12%⁉

AYLD（自前QYLD←架空の商品）

Appleのカバードコールによる自作QYLD

プレミアム利回り年15%⁉



1. QYLDをさらっと
2. コールオプションとは？
3. カバードコールとは？
4. Apple１年物カバードコールでQYLDを自作

プレミアム利回り年15%
税金は分離課税とのこと・・・20.315％



1 QYLDをさらっと



コールオプション
株が上がった後に、上がる前の価格で買える

A社株

オプション取引
（売買の予約）

株の売り手 株の買い手

「満期に約束の価格で株を売ります」 「満期に約束の価格で株を買います」

買いたいと言われたら
売らなければならない

買うかどうかの決定権あり
（不利なら買わなくていい）

コールの義務者（株を売る義務） コールの権利者（株を買う権利）

権利金
（保険料）

上がる前の安値で買える権利の
付与＝権利金を義務者へ払う

上がる前の安値で株を売る義務
を負担（拘束力）
＝見合ったお金を受け取れる

株
の
買
い
手
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
あ
る

2-1 そもそもコールオプションとは？



買い約束価格

127.5ドル
（C127.5と表記）

株価

満期株価150ドル

コールオプションの買い手 ＝上がる前の安いところに巻き戻して株を買うことができる ＝上がらなかったら（下がったら）買わなくていい（約束を破棄できる）
コールオプションの売り手 ＝買い手が買いたいといえば売らなければならない（義務的に売る＝お金がもらえる）

買い約束価格

127.5ドル

株価

満期株価100ドル

2-2 株が上がったら上がる前の価格で株を買える。株が下がったら買わなくていい（権利金を放棄すればそれ以上の損失はない）

C127.5

【コールの権利者（買った人】
市場価格よりも安い
約束の127.5ドルで買える

【コールの義務者（売った人）】
市場価格が150ドルなのに約束の127.5
ドルで売らないといけない（権利金＝保険
料は返さなくていい）

【コールの権利者】
市場価格の方が安いので権利行使する経
済合理性がない（権利放棄）

【コールの義務者】
株を127.5ドルで売る義務は消滅する
（権利金＝保険料は返さなくていい）

C127.5

権利金
（保険料）

権利金
（保険料）



3 カバードコールとは

コールオプションを売る
＝株が上がるかどうかわからないにも関わらずコールの買い手が支払うプレミアムは確実な利益（インカムゲイン）
＝コールの買い手が支払うプレミアムは確実に自分のものになるので株が上昇しない場合でも利益を追求できる
＝株が思ったよりも上昇したとしても、自分の持っている株を渡せばいい（売却すればいい）だけのこと

株＋コール売り＝カバードコール
（Buy-Writeともいう）

保有している株を所定の価格で売却する義務を負担することでプレミアムを受け取ることができる
（売却する義務というけれど、もともとその価格で売ろうと思っているのであれば義務的に売るのか自由意志
で売るのかに差はなく、プレミアムを受け取れる分お得ではないか）

100株 1枚

（コールオプションの売り）

カバードコール（←プレミアムゲイン）
（Buy-Write）

不確実な株価の上昇益（キャピタルゲイン）ではなく、確実な利益（オプションプレミアム＋配当）を狙う



4-1 APPLE株を100株買って、買った価格に近い少し上のコールを売る＝カバードコール（Buy-Writeともいう）

株を100株買って1年先のATMコールを売る（＝カバードコール）
127.07×100株＝12,707ドルの投資 1年先のC127.5の受け取りプレミアム19.05ドル（×100＝1,905ドル）
1,905/12,707≒14.99％（年）



満期127.5ドルを超えていた場合
⇒C127.5の義務履行により自分の持っているAAPL株を
127.5ドルで売却することになる
（12,750ドル回収 キャピタルゲインは43ドルほど）
・予想配当85ドル
（ex-date=2月、5月、8月、11月）

・コールプレミアム＝19.05×100＝1,905ドル

リターン＝43ドル＋85ドル＋1,905ドル＝2,033ドル
利回り＝2,033/12,707≒16％（年）

2021年1月15日にApple（シンボルはAAPL）を100株買いました。
株価127.07ドルでしたので12,707ドルの投資です。
予想配当額＠80～90ドル（配当利回り約0.67％）
この時JAN21’22C127.5は19.05ドル程度で売れたとします。1,905ドルもらえるということです。

満期127.5ドルを割っていた場合
⇒C127.5は無価値となる＝株はそのまま残る

（株からは多少の含み損が出ている）

・予想配当85ドル
（ex-date=2月、5月、8月、11月）

・コールプレミアム＝19.05×100＝1,905ドル

リターン＝ 85ドル＋1,905ドル＝1,990ドル
利回り＝1,990/12,707≒15.6％（年）

コール売りでもらうプレミアム1,905ドルの利益はスタート時点で確定している
1,905/12,707≒15％

4-2 結局オプションプレミアム分は上がっても下がっても手元に残る



＜注意事項＞

※解説においては、筆者の独自の視点で学習目的のために事例を簡略化する場合があるため、資料の中で紹介される事

例は実際の相場とは異なる場合があります。取引事例についても、完全に再現しているものではなく、かつ、その有効性を
担保するものではありません。また、本資料に含まれる記述や情報については十分精査しておりますが、その内容に関して
筆者は一切責任を負いません。

※記載の結果についてはシミュレーション上のものであり、確実にそのような結果が出たことを示すものではありません。また、

相場状況によっては損失が出る可能性も十分にあり得ます。当該シミュレーション結果が解説の中で説明した戦略の優位
性や利益を保証するものではありません。商品の特性、取引の仕組み、リスクの存在、手数料等を十分にご理解いただい
たうえで、ご自身の投資判断と責任で取引いただくようお願いします。

※株式取引（米国株式）、オプション取引（米国株オプション取引）においては、株式相場、為替相場の変動等によっ

て損失が生じるおそれがあります。お取引に際しては、あらかじめお取引先の金融商品取引業者等より交付される契約締
結前交付書面等を十分にお読みいただき、商品の性質、取引の仕組み、リスクの存在、手数料等を十分に御理解いただ
いたうえで、御自身の判断と責任でお取引いただきますようお願い申し上げます。


